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【介護老人保健施設の理念と役割】 

 介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上を目指し総合的に援助します。また、家族や

地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。 

１．包括的ケアサービス施設 

 利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。そのため、利用者に応じた目標と支援計画

を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。 

２．リハビリテーション施設 

 体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、集中的な維持期リハビリテーションを行

います。 

３．在宅復帰施設 

 脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。 

４．在宅生活支援施設 

 自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを提供すると共に、他サ

ービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。 

５．地域に根ざした施設 

 家族や地域住民と交流し情報提供を行い、様々なケアの相談に対応します。市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと

連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。 

療養部長(看護) 佐藤 乙女      

 2023 年も残りわずかとなり寒さが身に沁み

る季節になりました。ご家族の皆様にはいか

がお過ごしでしょうか？ 

 今年はインフルエンザの流行が早く、マス

クや手指消毒等感染対策の必要性は昨年同様

変わりません。面会も直接の面会を再開でき

ず、ご家族の皆様には寂しい思いをさせてい

ることと思います。そんな状況の中でもたく

さんのご理解とご協力を頂き心より感謝申し

上げます。 

 新型コロナウイルスの感染微増、インフル

エンザウイルスの流行が懸念されますが、来

年もより良いサービスを提供できるよう職員

一同頑張りますので、引き続きよろしくお願

い致します。健康に留意され良い年をお迎え

ください。 

 
1階 主任(リハビリ) 佐々木 衣織 

 早いもので 2023年のカレンダーもあと 1枚

となり、寒さが身にしみる季節となりました。 

 今年は県内の大雨被害や記録的な猛暑、イ

ンフルエンザの流行など、気候変動や感染症

に翻弄される 1 年でしたが、新型コロナウイ 

ルスによる様々な制限が緩和されて、日常生

活は活気が少し戻ってきたように感じられ

ました。当施設での夏祭り行事でも久しぶり

に賑やかなコンサートを開催し、利用者の皆

様に喜んでいただけたことが印象的でした。 

 2024年は辰年。調べてみると「甲辰（きの

えたつ）」と呼ばれる年で、昨年まで努力し

てきたことが実を結んで成就する年になる

と言われています。来年

は社会全体が大きく芽吹

き、成長や成功に満ちた

一年になることを願って

います。 

 来年もどうぞよろしく

お願い致します。 

 
２階 介護長(介護) 高橋 陵子 

 寒さが身にしみるようになってきた今日

この頃、今年も残すところあとわずかになり

ました。 

 今年は新型コロナウイルスが 5類へ変更と

なり、コロナ禍前の生活を取り戻そうと様々

な制限が緩和され、賑わいが戻ってきたよう

に感じられた年となりました。しかし、医療 
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や福祉の分野はまだまだ油断できない状況

が続いています。 

 来年は、今まで以上に利用者の皆様が日々

笑顔で過ごして頂けるよう、引き続き感染対

策をしっかりと行い、一人一人に寄り添った

ケアを目指し職員一同協力し合い努力して

いきたいと思います。 

 来年もよろしくお願い致します。 

 
３階 介護長(介護) 佐藤 大亮 

 今年も残りわずかとなりました。数日単位

で変わる日中の気温差に、ご家族の皆様は体

調を崩されておりませんでしょうか？ 

 さて来年は診療報酬と介護報酬の同時改

定が待ち受けています。改定に向けすでに

色々な話が上がっていますが、医療や福祉現

場の声はあまり届いていない様に感じられ

ます。医療や福祉の人材は景気が上向いてい

る業界に流れ、物価高による経営の圧迫とま

すます厳しい状況が続きそうです。 

 しかしながら来年もできること、やるべき

ことをしっかりと見極めながら、利用者の皆

様により適した

支援が行えるよ

う職員一同力を

合わせていきた

いと思います。 

 
相談室 佐々木 智広 

 今年の年末年始の外出・外泊については、

新型コロナウイルスやインフルエンザなど

の感染防止のため中止させていただきます。 

今年も外出や外泊、面会等においてご家族

の皆様には大変ご不便をおかけしました。新

型コロナウイルスの感染者数は僅かずつ増

えており、インフルエンザの感染者数も増加

し気の抜けない状況が続いております。 

この先もいろいろとご不便をおかけする 

ことがあるかとは思いますが、引き続きご

理解とご協力の程、お願

い致します。 

来年もよろしくお願

い致します。 

 
【面会についてのお知らせ】 

新型コロナウイルスの感染者数増加に伴

い、8月 25日より対面での面会を全て中止さ

せていただいております。面会は全て窓越し、

またはタブレットでの面会とさせていただ

いており、一度の面会者数は 2名迄、同じ時

間に面会希望者が重なった場合は、お待ちい

ただくことがございます。年末年始は面会が

重なる事も予測されるため、待ち時間が長く

なる場合がございます。また面会時間は大旨

10分程度とさせていただきます。 

面会時は引き続きマスク着用と手指消毒

をしていただき、小学生以下（小学生を含む）

や体調不良の方(下痢、風邪症状のある方や

37.5℃以上の方)は、面会を御遠慮いただき

ます。 

なお感染者数の増加や拡大状況によって

面会を全面的に中止させていただくことも

ございますので、ご了承ください。 

ご家族の皆様には再三にわたり、ご不便とご

心配をおかけしておりますが、利用者皆様へ

の感染防止のため何卒ご理解とご協力の程、

よろしくお願い致します。 
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来年も 

宜しくお願い致します 


